








そのような取り組みは、社会への働きかけ（work on society）と自己への働きかけ（work 
on the self）という意味でのガバナンスの問題において、ある種のパラダイムシフトが
生じていることを表している。























2006; Ferguson 2007; Stiglitz, Sen and Fitoussi 2009）、カナダは独自のウェルビーイング
指数を導入している。さらに2011年には、国連総会が「公的政策を導くことを目的と
して開発における幸福やウェルビーイングの追求の重要性をより一層取り込む追加的






































にも、I・ファーガソン（Ferguson 2007）、B・エーレンライク（Ehrenreich 2009, 2010）、




























































との表れである（Bok, D. 2010; Bok, S. 2010; Gillbert 2006; Kingwell 1998; Mathews and 








































て、例えば、J・C・クリストファーとS・ヒッキンボトム（Christopher and Hickinbottom 
2008: 576）は、ポジティブ心理学は「意





















































































た制度を享受するような人びとの社会科学」（Seligman and Csikszentmihalyi 2000: 12, 
Gable and Haidt 2005: 110）を展開すべきだと主張している。それは、人間関係や職場
環境などを含め、「良き生の追求を補う（または妨げる）心理学的領域を越えた範囲で
の様ざまな要因」を考察することに繋がっている（Lineley et al. 2006: 7）。ゆえに、ポジ
ティブ心理学は、自己への働きかけだけでなく、自己への働きかけを促すプログラム
を制度的、行政的に後押しすることも等しく重要だと考えている（Miller 2008: 592）。































別幸福度指数（Happiness in Nations Index）、地球幸福度指標（Happy Planet Index）、人生








































































and Virtues: A Handbook and Classification は著者C・ピーターソンとM・E・P・セリグ










（Peterson and Seligman 2004: 15）までを含めたものである。その結果、勇気・正義・知恵・
人間性・節度・超越性を6つの中核的な美徳とするリストができあがった。そのうえ
で、ピーターソンとセリグマンがいうところの中国、インドならびに西洋の3つの哲
















and Cornes 2009: 10）は全く問題とならないかのようである。
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を生みだすものである（Drozdow-St. Christian 2002; Freeman 1982; Holmes and Holmes 








フ ァ ア サ モ ア
モアのやり方が世界内存在のモデルとして最善のものであるとして、
目にみえるかたちで祝福し、表現している。例えば、Le Aganu’u Samoa（サモアの慣
習）という歌は、「サモアのカスタムは世界一、人びとに幸福と尊敬を」（Mageo 1998: 3; 
242-3, n.1）と歌う。マーガレット・ミードが1928年に著した『サモアの思春期（Coming 
























人の考え方こそ特殊なものだと論ずることもできるだろう（Geertz 1975; Keene 1978; 
Kingﬁsher 2002; Levy 1973; Lutz 1988; Shore 1982）。
これらの対比を踏まえると、サ












ある（thoughts have physical power）」と論じるものである（Sanneh 2010: 75）。さほど極
端ではないにせよ、同様の精神がポジティブ心理学に浸透していることは、セリグマ




















をとりまく景観に変化をもたらした（Mead 1928; see also Mageo 1998; Macpherson & 
Macpherson 2009）。第二次世界大戦中にサモアに派遣されたアメリカ兵もまた、恋愛
をめぐる個人主義的考え方を持ち込み、これがさらに内面性を強調するものだった








Holmes 1992; Macpherson & Macpherson 2009）。サモア政府自身は、一方でサモアの
やり方と、他方で個人と社会へのパラギ的アプローチを特徴とするウェストミンス
ター・システムとを混合させることで、そうした緊張に対処してきた。サモア憲法
（Government of Samoa 1960）は、構成員となる49人の議員のうち47人がマタイである
ことを求めるかたちで一院制の立法政府を設置しており、第100条と102条の条文は、
































McDonald and O’Callaghan 2008; Peck 2013; Rose 1996）。［社会の］周縁を対象とした
ガバナンスの働き―例えば生活保護受給者やホームレス、市場における「外部者」






















































































































































1） 本 論 文 は、Catherine Kingﬁsher, “Happiness: Notes on History, Culture and Governance,” Health, Culture and 
Society 5(1): 67-82, 2013の全訳である。本論文を土台にした講演（Expanding Approaches to Happiness and 
Wellbeing: Insights from Urban Collective Housing Communities、2016年7月15日、首都大学東京）をお引き受
けいただき、また本論文の翻訳出版を許可してくださったCatherine Kingﬁsher教授ならびに講演会のきっ
かけを与えてくださったSu Il Kim教授に、記して感謝申し上げます。本論文では、先行訳（大竹恵子ほか「日












4） Seligman, M. (2002) Authentic happiness: Using the new positive psychology to realize your potential for lasting 
fulfillment. The Free Press.













らかといえば、はっきりと目に見えるものというより、むしろ目に見えないものであった（Johnston et al. 
2012; Mathews and Izquierdo 2009; Thin 2009）。N・スィンは、「人類学におけるウェルビーイング研究の欠落」
を批判しつつ、それは人類学が相対主義を重視し、かつサファリングの側面を重視してきたことによるも
のだと述べている（Thin 2009: 26; そのほかThin 2005, 2012も参照）。G・マシューズとC・イスキエルドは、
「民族誌的用語としてというよりも分析的用語としての幸福は、当事者の人びとが自身の生き様を説明す
るために使用するより、むしろ社会科学者たちが使用する傾向が強い。他方、人類学者がふだん民族誌的
記述の対象にしているのは、当事者の人びとの視点だ」と述べている（Mathews and Izquierdo 2009）。最後に、
B・R・ジョンソンらの共著論文は、幸福とウェルビーイングといった、定義することが難しい文脈固有の
現象を通文化的に比較することが、いかに複雑な作業であるかを強調した（Johnson et al. 2012）。しかしな
がら、最近の人類学は、通文化的な幸福研究におけるエスノセントリズムを批判すると同時に、文化シス
テムにそなわる統合的全体性を損ねたり、本来の複雑性を単純化して理解したりしないような比較分析に
取り組み始めている （Johnson et al. 2012; Mathews and Izquierdo 2009; Thin 2009）。
5） 社会科学一般ならびに様ざまな政策分野における抽象的概念としての個人についてはM・ダグラスとS・
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